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。
、
：
：

令
生
«:
者
の
線
を
?.
1
.(producers 

lB*
e
> 消
*
者
價
値
.§ 

線
を
0.
1

(
C
o
n
s
u
m

免 s. line) 

% 上
任
意
の 

一
 

f
f
i
l

、 

P
ょ
が
4

へ
下
せ
.る
_

_
が
0.
1
,
.さ
交
は
、る
所
.を
11
と
ず
れ
ば
、
一
1
つ
の
平
行
_
の
間
の
距
離
找(

P

3

5は
利
潤
を 

P.
L
,■
上
P
以
.外
0
任
靡
の
點
を
P
、
卩
ょ
.々

以
へ
下
せ
る
_
緣
が
体
と
交
は
る
所
を
切
ビ
す
れS

、

平 

s

i

^

x
 

R 

 ̂

&

に
於
で
■

這

從
て
一
宛
離
.一、定
點
^
於
げ
る
一
般
的
利
眞
は
、：一
足
即
.ち
一
定
時1
定
朦 

ン

,

.

.

‘

,

は
於
げ
な
苹
悔
利
潤
率
は
.1

定
ゼ
ぁ
钔
。
P
、
15
/

.を
以
||
上
代
取
る
も
問
じ
0 

■ 

:

•

:

,
 ニ
^
の

' 

I
:

*

雨
線
合
.し
t

f

線
め
R

る
©

合
、g

は
零
t

利
溉
^

即
ち
生
齑
者
ぞ
消
費
者
ど
が 

P

I—

I

 

寿
全
ば
&

ー-
人
^

办
る
揚
合
、
利
潤
ば
零
？
な
る
。
零
の
利
潤
S

利
潤
が
な
い
は 

:

:

：ゝ
：

:

:

.「

嚴
猻
；

.
せ
ら
^

部
&

令
.
參

、
0

の

利

澗

は

利

..润

は

ぁ

^

が
_

獅

が0

な
4

:

:

丨
：

V
 

. 

I

 

場
合
利
潤
が
な
い
は
柳
病
が
：全
然
な
.
其
#

’を
意
味
す
る
>
 

我
"々
は
利
润

i

 

. 

.

. 

 ̂

夺
^
時
代
か
ら
有
观
職
の
時
藝
經
て
0

の
：刹
晴
の
晚
佛
へ
.進
あ
ね
¥

'

^

^
 

，.
，
ノ
ン
.

0
の
刹
潤
が
實
現
ぜ
ぢ
#
穴
時
經
_
盼
ユ
！

ァ
は
實
親
ず
る
で
あ
ら
ヶ
。
： 

■■
•

生
«-
«
贫
換
で
_

>̂
、
/其
は
浒
^
に
柑
擊
衣
於
»;
本
*'
&
聆
.て
.
#ず
匕
も
» 

換
W
前
*
这
^
る
も
0'
-妒
な
.

實̂
权
、带
行
寒
呤
公
準
は
_
碰
§
立
場
_
龙
.<>
.
1潑
他
者
的
靡
線
の
平
行
を
假
宠
す 

啟
，
銥
贅
に
消
鐵
も
_
換

哟

咚

戀

©.
立
#
は
龙
分
も
办
で
な
.い
.交
#
は
漱
費
紀
録
.(1
>
'
9僉

•
す
^
#
. 

C
i

o/
H
A;
' 

B

^

0

^

0

0

0

0

0

0
傷
 

i



'餘
^

如

卷

(

l

o
H'
.
o:)

 

S

微
德
界
の
S

能
表
現 

が
.セ

鑛

八

六
 

私
る
突
換
ぼ
で
者C

生
產
W-

他
者(

消
#

¥

對
す
る
統I

#

で
*:

る
、
.微
で
坐
«

0.
:
傲
界
.は
交
換
及
び
消
#
の
世
界
^
 

»

し
^

考
へ
ら
れ
る
場
合
痕
行
雛
の
公
準
を
否
.定
す
る
>

浪
«:

の
場
合
紀
就
て
も
同
じ
で
办
る
.
0
\
'

利
潤
の
發
生
は
是
を
他
面
か
ら
見
れ
ば
生
衆
の
|

加
消
費
の
嵴
_

あ

生

.產
が
增
大
ず
る
ど
共
R

經
濟
的
诹 

界
の
質
量
は
增
大
す
る
、
質
最
が
增
大
す
る
せ
共
に
富
を
生
產
：す
る
生
產
：の
世
：界
に
は
茶
み
.が
發
生
す
る
、
ニ
點
間 

C

生
產
激
ビ
消
®

港
の
間)

の
距
離
最
短
距
離
は
一1

點
を
結
ぶ
：一
直
線
で
}1
.な
'ぐ
«-

る
、

生
產
せ
ら
れ
た
物
或
は
消 

費
の
目
的
，物
、

は

、物
々
交
換
に
侬

で「

^-
小
の
勞

*:を
以
.て
最
大
の
效
來」

'
を
得
ら
-れ
る
程
の
事
物
で
は
な
く
な
，
 

る
、
交
換
の
媒
介
物
が
發
生
す
る
、
然
し
此
0

場
合
交
換
の
媒
介
物
，は
輝
く
迄
#

產
.せ
ら
れ
：た
物
或
淡
消
費
の
目
的 

物
て
あ
る
.、
例
へ
！̂
家
畜
織
物
劣
金
屬
貴
金
屬
の
如
会
で
あ
る
'。

生
產
の
墙
大
は
廣
い
意
味
の
分
業
^

依
て
'可
能
.と
な
る
、
生
歎
の
增
大
で
典
に
分
*
は
愈
々
細
か
く
且
つ
連
絡
的 

ど
な
る
、
從
て
生
產
の
世
界
に
於
け
.る
'如
何
な
る
ニ
個
の
生
產
人
の
人
格
の
點
の
*

跡
.も
相
交
は
ら
ず
士
言
ふ
事
は 

な
い
、
即
ち
2

)

生
產
の
世
界
に
於
け
る
如
何
な
る

.

一
獨
の
線
も
凡
て
相
交
は
る(

B

)

生
產
の
il
l
:
界
k

於
け
る
直
線 

は
‘生
奪
量
が
有
限
な
^

限
み
囘
歸
的(

C
 )

然
も
有
限
量
な
る
生
產
ば
生
命
の
存
す
る
；限
{
涯
し
な
ぐ
經
續
せ
ら
れ
る 

が
故
に
其
囘
歸
的
な
'る
直
線
^

は
終
6

が
な
い(

0

)

分
業
に
依
る
生
產
の
世
界
は
.常
に
ョ
“

多
ぐ
の
も
の
を
作
6

出 

す

、
傅
過
剩
す
る
、
其
世
界
は
內
角
の
和
二
直
角
ょ
{
大
な
る
三
角
形
^

於
て
表
現
せ
ら
れ
る
。

今
三
^

形
A
 

B

C
を
生
產
の
世
界
を
表
現
す
る
も
の
と
す
れ
は
.

(

ィ
，̂

は
人
間
的
要
素(

榮
働)
(

ロ
Ac

は
«
械
的 

製
素
0
資
本
><

、ノ
BC

は
自
然
的
要
素C

 

土
地
其
の
他
；

意
味
す
る
。
觅
に
八
ょ
ぅ
即
へ
下
せ
る
乘
線
が
3C
€

交
は
る
. 

所
を
0

と
ず
れ
ば(

ニ 
：

)

§

は
劁
造
的
綜
合
の
5?
:

素

(

廣
い
意
味
の
企
業)

.
を
意
味
す
る
b

A

點
と
D

點
と
が
合
す
る

_

へ
場
合
即
ち
ぶ
と
が
で
が
如
に
合一

す
る
場
合
即
ち
人
間
的
3?
素

ど

機

：械

的

翦

素

：が
自 

.

然
的
粟
素
祀
合
一
し
企
業
0

<
な
る
場
合
、
此
.の
常
R
內

角

の

和

ニ

直

灼

ょ

々

大

な 

.る
生
產
の
，三
角
形
の
內
角
の
和
は
、，

1

直
線
の
自
然
の
儘
な
る
ニ
.直
夠
と
な
る
、
生 

'產
0
世
f

於
け
.る(

A 
X
B
X
C 
X
D).

の
諸
特
性
は
.楕

圆

的

幾

何

學

，の

翁

本

的

な 

る
諸
特
性
に
一
致
す
る
、
從
：て
我
々
は
次
の
如
く
：結
論
す
る
。

': :
S

分
業
論
或
は
生
產
論
は
平
行
線
の
公
準
否
定
：か
ら
出
發
す
る
。

g

ア
ダ
ム
、

ス
ミ
ス
の
分
業
論
：は
平
行
線
の
公
準
を
否
定
す
る
の
結
梁
を
伴
ふ
，
 

パ
::
:

S
.

生
產
の
世
界
は
一
般
R
楕
圓
的
幾
何
學
R
依
っ
て
表
現
せ
ら
れ
得
る
。
丨
 

_

:

;⑷

生
產
の
世
界
が
楕
圓
的
幾
何
學
R
依
て
表
明
、せ
、ら
れ
得
る
事
、
自
然
的
認
識 

の
世
界 

> 

.
物
遽
學
の
诋
界
が
楕
圓
的
幾
何
學
^
依
て
表
明
せ
ら
れ
る
ミ
同
じ
。 

生
產
は
i
々
增
進
す
る
、
土
地
の
私
有
は
確
保
せ
ら
れ
、
資
本
は
增
大
す
る
"
富 

の
•«:
!
-
値
は
費
^
れ
た
勞
働
k
依
て
の
み
計
ら
れ
る
も
の
ざ
は
限
ら
な
く
な
る
、
財
貨
，が
市
場
^
齋
ら
さ
れ
る
迄
化
經 

過
す
る
時
間
が
考
獻
せ
ら
れ
る
、
富
の
價
値
を
臂
さ
れ
だ
勞
働
^
於
て
考
へ
る
ょ
ぅ
も
認
め
4
れ
た
效
.用

^

於

て

考 

べ
る
方
が
” 
y 

i

般
的
ヨ
リ
正
確
で
あ
る
#

R
見
え
て
來
る
。
富
.の
消
費
が
主
要
な
る
も
の
亡
な
る
時
"
富
は
勞
働 

の
所
產
で
•あ
る
と
共
R
欲
望
の
對
象
一
で
あ
る
事
が
明
‘瞭
^
意
識
せ
ら
れ
て
來
る
。
今
富
と
し
て
間
違
a
の
な
い
富
即 

ち

凡

ゆ

る

富

に

典

通

な

る

富

貨

幣

を

採

る

な

ら

ば

'

:

ぺ

 

(

A
V：■
貨
幣
のI

ff
i

M
を
通
ぅ
、

1

ッ
の
直
線
富 

一
J i(

w
e
a
l
t
h

 Line) 

k
對
し
て
.こ
ッ
の
平
行
線
、
.
欲
望
..の
線
J

..第
十
：九
卷
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一
二

)
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濟
的
世
界
の
'數
樂
的
表
現
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第
十
I
 

c
i
m
)
.

 

_

的
糞
の
黧
雜
現

. 

0
J 

a
m

(lin

o;
奪
賞
复
^

欲
翼
の
對
象
の
線
.w《Line, w

a
n
t
e
d
)

が
.引
為
得
&
,れ
4
。

(

2

}
欲
鎮
^

$

富

\

般
V.
I

、
欲
望
0'

對
象
？.
>
富
ニ
般
仏
は
共
^
消
輩
の
世
界 

ゆ
同
ニ
表
面
4

は
存
在
ず
4

0
 

. 

.
L 

■ 

;
 
V

(

G
寶

}

般

ビ

欲

翁

腹1
^
富

1
餽
卿
ぞ
欲
望
.の
»
象
|
は
如
何
^
延
*
1.
.
. 

て
も
灸
は
ら
略
、
此
爆
合
办
’交
：は
ら
ね
は
 ̂

Iク
？
ッ
ド
幾
何
属
ぬ
於
ゆ
る
平 

H
行
線
の
f

ら
.
f

は
i

意
味
.
1
異
枝
し
，
零
が
窥
及
び
.挑
|

者
：に
鎌 

.:
:

し

て

.=
#
タ
具
賴
的
な
る
立
場
に
あ
る
が
故
^.
突
1
ら
訊
の
で
あ
4
。

(
13
^

及
び
^

は
叫
に
_

し
て
^

具
臜
的
|

ざ
る
立
場
£

る
、
從
て
此 

等
ニ
ヶ
の
取
行
線
は
無
窮
遠
點(point at I

n
&
s
y
)

に
於
て
办
み
ム
に
交
ょ
K7 

得
ム
。 

.

W

C

E

Mょ
^
w.
]

k
下
せ
.る
乘
線
於
W.
L
と

熒

は

る

•
點

を

^
と
す
れ
ば
放
^
は
健
格
、
. 

角

s
 

p、
W-
M

P
は
夫
々
欲
S

#
象
ヒ
し
て
の
富
.の
摄
及
び
欲
■

大
I

意
味
す
る
、

一
定
の
價
格
が
成
立 

せ
る
限
々
益
て
此
.等
ニ
ッ
の
角
は
相
等
し
き
も
の
ミ
推
定
せ
ら
れ
る
”即

ち

平

當

土

在

p 

' 

w 

M
f
v

は
栩
等
し 

い
"
此
等
，ニ
ッ
0
难
行
角
、
欲
望
の
_
象
の
暈
：？
欲
黛
の
太
さ
ビ
が
價
格
奴
の
函
數
：で
あ
名
事
は
明
か
で
あ
る
。

(

ぷ

ぎ

通

桌

行

角

內

箭

か

れ

暴

線

は

凡

て

哪

襄

は

る

、
M

を
通
ゎ
'
g

M

P

,、
W

M

P
內
代
引
か
れ
た
る 

任
意
の
直
線
を
夫
々
M

g

、
M

ぞ

す

:̂

ば
"

M
. 

5̂

は

贫

於

て
M
: 

Q
は
0

泣
於
，てd

と

交

，は

る

。

欲

望

の

對

象

：
C

Y
V 

.

办

て
,©

富
ゃ
富
^

對
す
る
欲
望
は
今
の
場
合
與
へ
'
ら
.れ
：|2
る
«

格

^
:«
て

の

赏

で

あ

り

欲

望

で

あ

る

が

故

に

其

は

窗 

ヤ
般〕

の
^

に
包
含
せ
ら
れ
名
、

ぬ
と
は5

に
交
は
る
。(

ィ)

欲
鐵
の
對
象
ミ
し
て
の
富
を
歌
て
勞
働
ぱ
依
て
生 

產
せ
ち
.れ
^

も
^

ぞ
考
へ
れ
ば
吩
は
生
產
せ
ら
れ
お
も
の
ぞ
し
て
富
で
あ
る
、
的
の
脚
び
を
矢
の
方
向
へ
移
動
せ
し 

む
：る
^

&

ば
,̂

點
は
.有

限

の

距

：離

だ
.け
移
動
し
て
苒
び
出
發
點
へ
歸
ろ
"

何
^

な
れ
ば
生
產
：の
世
界
は
其
の
質
最
I: 

從

孟

で

會

*

つ
又
.生
產
の
世
界
は
我
々
の
知
b

得
る
限
b

有
限
で
あ
る
炉
ら
：'で

あ

る

，’
.

(

ロ )

然
る
^
消
费
の
世
界 

.{
?

就

:̂

言
ふ
，
な

も

ば

、
欲

氣

：の

無

限

は

假

定

.せ
ら
れ
て
ゐ
る
、
欲
邏
の
對
象
と
し
て
の
富
は
無
限
な
る
可
し
ビ
希
歲
せ 

、ち
料
ば
'&

る
、
狍
て
欲
？̂

の
脚
0

欲
望
の
對
象
叫
の
脚
0,

を
§
^
沿
ふ
て
夫
々
矢
の
方
向
べ
限
办
な
く
移
動
せ
し 

ひ
る
も
其
は
決
し
て
出
發
^

^

©

る
事
は
な
ぃ
ノ
距
離
^

成
は
び
は
無
限
大
ど
な
る
ジ
パ
ィ
^

へ

方

で

あ

ロ
 

)

は
双
曲
線
的
幾
何
學
或
は
ユ
ー
ク
ジ
.
.

ド
激
何
學
の
考
へ
方
で
あ
る
。(

ィ)

及
びC

TI)

を
夫
々
中 

世
の
封
鎖
的
經
濟
、
近
世
の
自
电
放
任
主
_

に
基
く
經
濟
代
當
て
嵌
め
て
考
へ
て
戴
け
れ
は
幸
甚
：て
あ
：る
、
敢
.て
附 

言
せ
ら
れ
ざ
る
檄
合
R

於
て
も
我
，々
の
與
ネ
る
暗
示
の
點
女
經
濟
史
的
或
は
學
說
的
事
實
の
ト
ー
R

投
影
し
て
見
て
下 

さ
る
な
ら
ば
ニ
層
幸
甚
で
あ

.る
，。

(

G )

消
毁
'の
世
界
は
常
に
不
姐
.が
意
，識
'せ
ら
れ
る
世
界
で
'あ
る
其
-は

-f
t
角
の
和
一
.
一

直

狗

ょ

ム

も

小

な

る

看

麗

於
 

て
表
現
贫
&
れ
得
る
、
今
任
意
の
1
1
1角
形
を
》

C
、
送
ょ
$
^

^
下

せ

る

画

線

が
^
と
交
は
る
點
を
；
0 

Sす
れ
ば
、 

北
は
欲
蠤
％
は
欲
蕴
の
對
象
と
し
て
の
甯
4
は
富1

般

ad
は
價
袼
を
«
味
す
る
、

a
$

d
ミ
が1

致
す
る
時
價
格
は 

0
、
欲
望
せ
欲
蕻
の
對
象
玫
は
富f

般
に
合
一
し
.、
自
然
の
儘
な
る
S

線
、
內
角
砂
和
が
敢
てU

直
'倒
な
る
三
角 

形
が
出
現
す
る
。(

1
§
1

1

8

'
經
濟
的
.世
界
の
.數
學
的
表
現
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0

消
費
の
世
界
代
於
け
る(

八
>(

3)(

€
0
®

X
E 

)

C
F 
X
G)

の
諸
特
性
は
双
曲
線
嬲
何 

“
.':
:
:
.
.
學
の
$
本
的
な
る
諸
.特

性

妃

：
一
致
す
：る
從

_
i
,
,々
は
次
の
如
く
結
論
す
る
。
.

s
>
:
:

消
費
の
世
界
は
生
產
の
世
界
と
同
じ
く
平
行
線
の
公
準
を
杏
定
す
る
。
. 

g

消
費
の
诋
界
は
双
曲
線
的
幾
何
學
^

依

：て

表

明

し

得

：ら

れ

：る

。

 ̂

£

消
費
の
世
界
が
.双
曲
：線
的
幾
何
學
に
依
て
表
明
せ
ら
れ
得
る
は
人
間
的
價
値
的
認 

.

識
の
世
界
が
双
曲
線
的
幾
何
學
に
依
て
表
明
せ
ら
れ
る
ど
同
じ
。
 

' 

四

.

次

:

(

<

)

認
識
一
般
^

關
し
論
理
的
た
最
後
に
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
ニ
者
は
物
，
他
者
は
人
.
•
統

1

者
は
生
命
で
あ
る
、
人
は
如
何
^

も
物
ビ
生
命
ミ
を
前
：提
ビ
す
る
樣
^

見
え
る
>
然
る 

-
-

R

物
^

生
命
と
は
同
列
^

立
づ
も
の
で
な
ぃ
、
物
の
線
^

生
命
の
線
ど
は
ユ

ー

ク
リ
プ
ド 

的
平
行
を
な
さ
s

o

{
6〕

我
々
人
類

:̂は
曾
て
物
以
上
：の
何
者
で
も
な
ぃ
時
代
が
あ
つ
た
、
淇
昔
1
日 

一
HI
の
.囘

轉

の

速

炉

な

る

事

逛

馬 

:

镫
の
如
さ
時
代
、
灼
熱
せ
る
：泥
砂
0
海
岸
線
を
グ
ラ
グ
ラ
と
湧
き
立
つ
潮
汐
が
去
來
し
て
：居
た
。此
陸
S
水
ど
の
境0H  

'こ
そ
生
命
の
誕
生
が
始
め
て
祝
福
さ
れ
た
記
念
す
べ
き
土
地
で
あ
ら
ぅ
。
其
か
ら
人
類
化
似
た
生
け
る
者
が
出
現
す 

:
.る
迄
に
ば
幾
千
萬
年
或
は
幾
億
萬
年
の
.歲
月
.が
流
れ
た
事
か
、
人
類
.の
出
現
を
3£
十
离
年
0
昔
：に
溯
少
#
る
な
ら
ば
、 

人
類
の
®
史
は
其
，の
有
史
以
前
に
於
て
旣
に
凼
十
九
萬
年
或
は
四
十
九
萬
五
キ
年
を
音
も
な
く
靜
炉
に
過
し
て
來
た 

¥
,
あ
る
へ
人
間
の
文
.書
史
牲
-A
.0
物
に
對
す
る
優
越
が
明
膽
に
意
識
せ
ら
れ
た
赌
か
ら
始
ま
る
Vし
i
考

へ
ら
れ
る
o.

i
!

I

I
f
1

!
[
I
I
!

I

1
§

1

坐
^

比
集
の
始
め
物
に
於
て
，#

へ
ら
れ
る
、
次
で
生
命
は
人
に
於
て
意
識
せ
ら
れ
る
、
人
の
意
識
が
明
瞭
に
な
つ
た 

時
、
人
の
世
界
は
一
點
き
生
命
の
衝
動
力
を
通
じ
て
一
ッ
K

M

>
大
生
命
の
線
に
對
し
てi

l
l

ッ

の

平

行

線

"
人

の

線 

S

物
の
線
と
が
引
か
れ
る
世
界
と
な
る
、
此
場
合
大
生
命
は
物
に
對
し
て
、
人
.に
對
し
て
、
K

に
ョ
グ
具
體
的
な
る 

立
場
に
あ
る
だ
言
ふ
意
味
で
生
命
の
衝
動
カ
點
を
&
し
て
引
か
れ
る
物
0

線w

人
の
線
e

は
大
生
命
の
線
に
交
は
：ら 

な
い
'、
屯
行
で
あ
る
"

人
間
的
®

論
の
世
界
に
於
て
は
一
點
を
通
ッ
の
直
線
に
ニ
ッ
の
卒
行
線
が
引
か
れ
る
。

:

,

0)

大

生

命

：の

直

線

を

ー

、

1
の

上
^
な

い」

點
0
を

生

命

の

衝

，動

カ

の

點

、

o
を
®
; 

,
じ

て

ー

に'平
行
に
引
か
ル
る
ニ
ッ
0
直
線
|
.
、
.
况
を
夫
々
人
の
線
、
物
の
線
ご
す
れ
ば 

OM
01
は
無
窮
遠
點
p

g
v

i

E'
.(

物
的
'宇
宙
の
究
極
a)

に
於
て
'相
交
は
る
"

o 

i

ぅ
：1
に
T
せ
る
■
線

が

ー

と
交
は
一
る
點
を

.1<
:
'

€
す
れ
ば
01
<
:
は
人
鑛
の
文
化
を
意
味
す
' 

る
’
人
間
的
世
界
に
於
け
.る
ニ
、ッ
'の
本
行
角
^
.
〇
.1<
:
.

(

物

的

賺

)

M
0
K(

人
的
要
：
 

.素)

‘！は
相
等
し
ご
推
定
せ
ら
れ
、

7
，
ナ

ス

の

人

口

論

に

：

#

け
る
ニ
ッ
の
前
提
、
食 

物
ど
人
口
參
照)

-一1
ッ

の

平

行

角

は

：
明
か
'に

01
<
:.入

類
1文

化
'の
_

數

で

あ

る
。

C

D
Q
を

通
A
L
O 

K及

び
^
0
1<
;
角

内

に5:
1
.
炉

れ

る

凡

て

の

物

の

線

"

人

の

線

は

ー 

に
交
は
：る
V
一
 
定
時
一
走

■

に於
，け
る
凡
.で

0物
ビ
人
ビ
ば

大

，
生

命

に

內

含

せ

ら
れ
る 

が
故
.で
：あ
る
、
6

を
澉
み
1,
0;
^
>
.
§
0:
ぱ
狗
拘
に
引
か
れ
^
直
線
：が
.
1
ど
兖
は
.る
» 

を
夫
々
P
V
Q
だ
し
？
、：̂
を
：夫
：々
矢
0
方
向
に
糝
動
せ
し
む
る
場
合
其
は
限
6
な
く
移 

ノ 

：
動
4
双
'
_の
：距
離
は
無
限
大
と
な
名
で
あ
ら

5
，
盎
し
人
の
：數
は
食
物

(
「

簾

“

第
-十
九
卷
、

c
l
o
l
l
m
)

經
濟
的
世
界
の
败
^

的
^

^

第
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第
七
鹖 

九
ニ 

は
人
類
の
：存
在
を
可
能
な
ら
^

.̂
る
物
的
^

^

0
f

眼

身

無

鳴

に

堵

大

す

：る

 

> :

而

し

で

食

物

ば

無

限

に

.：增

夾

せ 

ら
る
可
し
岑
希
敦
せ
ら
れ
て
居
：る
が
.故
‘で
ぁ
る
> 
此
'場
合
地
球
の
表
面
が
有
限
で
ぁ
§
辦
は
間
題
ど
な
ら
ぬ
、
地
球 

は
宇
宙
の
ニ
部
に
過
ぎ
ぬ
か
&
で
ぁ
る
.
0

0?
釔
敢
.で
_
鑛

議

$'物

的

要

素

例

ぺ
.ぼ
§

魂
は
€
芋
ミ
す
る
、
弗 

場
合
厂
奴
1
に
溶
ふ
て
矢
の
.方
f

:
移

動

せ

じ

む

れ

ぼ

其

：

§

帳
0
距

離

だ

：け

移

動

し

て

«
び
出
發
點
に
歸
る
，
0 

し
物
的
認
識
に
於
て
は
宇
诳
ゆ
常
.
^
與
へ
&
れ
«
も
の
,
ぁ
る
«
故
ゼ
;̂
る
。

'

$

)

人
|«
:
敗
餽
識
の
世
界
は
常
^
ゾ
レ
^
紀
¥

る
ザ
イ
シ
办
石

 ̂

(

マ
ル
サ
ス
の 

人
口
論參

！
！J

其
の
.世
界
は
吋
坪
の
和 
一

T

直
#
ょ
々
も
小
な
る
三
角
形
に
於
セ
#
瑰
せ
ら
れ
る
.
"今
任
意
办
3
角
形

;

:釔
父
ギ
ふ
、
父
ょ
ム
％
へ
卞
.せ
;̂
讓

が

.
文̂
欠
皞
る
'點
を
\¥
^

:
'人
の
線
尨
ば
物
办
轔
7^
は
坐
#

1
翁
0
線

_
は
愈
化
0
線
で
ぁ
る
"

x

«

w

i

 ̂

.

.

.

.
霖

哎

歧

砍

呼

ミ

尥

1

f
 

a银
の
：儼
1

ーI

直
線
、
敢
て
.一1

直
角
な
.る 

三
翁
形
の
世
界
が
實
現
^

o

の
て
ぁ
ぎ
7
。

:

?リ

C
F〕

火
間
的
儇
値
的
.

ft#

の
#
^
に

於

け

夯

價

値

說

は

、

一
點
價
格
办
成 

\

立
す
衣
黯
^

^
々
ブ
ッ
跨
直
線
價
格
1
般
，へ
ニ
ッ
の
，平
行
縱
勞
€
0
線
4
效
用
の 

線
で
が
矶
会
#
^
れ
る
>
惯
格
0.
魄
立
ず
る
點
か
_ら
、
茈
じ
く
は
貨
幣
の
點
が
ら 

價
格
ブ
艘
0 '
線
へ
迄
^
ぜ

岁

藤

0
長
さ
は
傲
格
0
長
さ
^
示
す
。

■■•
',、

'

:

(

A
><
B'
X
C
X
D)(

E)

$

.馨

^

2
“

寧

る

.、
零

我

々

S

次
の
餅
く
結
論
f
る
。

I

⑴

人
間
的
價
値
的
認
識
の
世
界
は
双
曲
線
的
幾
何
學
に
於
て
表
明
せ
ら
れ
る
0

(2
)

經
濟
的
ti
l：
界
ー
㈣

が
双
曲
線
的
幾
何
學
に
於
て
表
明
せ
ら
れ
る
と
言
ふ
は
自
然
的
認
_

の
世
界
が
^
圓
的
幾 

何
學
に
依
て
表
明
せ
ら
.れ
る
に
相
§1
す
る
も
の
で
あ
6
、
消
費
の
世
界
が
.双
曲
線
的
幾
何
學
に
於
て
表
圾
せ
ら 

れ
る
は
生
產
の
世
界
•か
楕
圓
的
幾
何
學
に
依
て
表
明
せ
ら
れ
る
に
栩
對
す
る
も
0

で
あ
る
。

パ

五

：'

.. 

”

人
間
的
價
B

的
®

識
の
世
界
はT

ル
ト
ラ
ミ

I
 

(
E
u
g
e
n
i
o

 

B
e
l
t
r
a
m
i
,

 

100
3
5ム
9
0
0

〕

の
擬
球
面
^

s
e
u
d
o
s
p
h
e
r
e
)

 

に
依
て
表
現
し
得
ら
れ
る
、
從
て
經
濟
的
世
界
も
べ
ル
ト
ラ
ミ
ー
の
擬
球
面
に
依
て
表
現
し
得
ら
れ
る
、
經
濟
的
認 

識
の
對
象i

般
は
價
格
一
.
般
で
あ
る
從
て
價
格
一
股
は
ベ
ル
ト
ラ
ミ
ー
の
擬
球
面
に
依
て
表
現
し
得
ら
れ
る
、
個
 々

の
價
格
は
價
格
一
般
.
マ」

相
似
<

^

.|>
^

從
て
個
-々
の
價
格
も
.亦
1べ
ル
ト
ラ
ミ

ー

の
擬
矿
面
；
^

依

.て

表

現

し

得

ら

れ

る 

價
格
ー
般
成
は
經
«'

學
の
認
識
の
對
象v

般
は
下
圖
に
於
て
表
明
し
得
ら
れ
る
て
あ
ら
ぅ
、

圖
に
於
て
、

xy
i

yy
f
c 

は
£

に
氷
淨
乘
直
^

引
か
れ
て
直
角
に
交
は
る
座
機
軸
て
あ
る
、
交
®'

。
は
原
點
或
は
：.經
濟
的
認
識
主
觀
の
點
成
は 

經
濟
的
生
命
の
衝
動
力
、
貨
幣
の
點
、
◦
圓
0

綫
の
點
で
：あ
る
ノ 
-

は
双
曲
線
の
焦
點
或
は
生
產
者
文
化
價
値
消
©
 

费
文
化
.價
値
の
點
で
s

、
ox
OY

は
.第
.
|象
眼
を
劍
し
彼
.
は
供
給
せ
ら
れ
る
財
貨
の
.
暈
0¥

は
價
格
を
計
り
2

他
線
は 

爾
者
に
投
影
せ
ら
る
可
声
截
耍
曲
線
て
あ
4

^

0¥

は
第
ー
ー
象
眼
を
劃
し

§

は
供
給
せ
ら
れ
た
財
に
對
す
る
_

要
0\ 

は
價
格
を
奸
り
设
曲
線
は
兩
者
に
投
影
せ
ら
る
可
き
供
給
曲
線
で
あ
る
、
.啦
|
は
第
三
象
眼
を
劃
し
啦
は
勞
働
讲

は 

價
格
を
計
6

UU

は
兩
者
k

投
影
せ
も
る
可
§

效
用
の
曲
線
で
あ
る
"

吸
印
は
第
四
象
眼
を
劃
し
似
は
效
相
§

は

價
格 

を
計
办
1,
1

は
兩
者
に
投
影
せ
ら
.る
可
^

勞
働
の
曲
線
で
あ
る
、
凡
て
の
場
合
を
通
じ
て
ぬ
は
價
格
を
訐
气
DI
、

SL 
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擬

m

而

眼 象 - 一 第眼 象 ニ 笫

眼 象 叫 笫眼 象 三 笫

b
|
I
V

土

の

點

.
は

凡

て
w

R

投
影
せ
ら
れ
る
、
逆
ら
眞
で
あ
る
、
OX
S

が
正
、

OX
OY

が
負
で
あ
る
*

は
解
.析
幾
何
學
-0

約
來 

R

從
ふ
、
双
曲
線
上
代
於
け
る
小
な
る
擬
球
面
は
投
影
せ
、
.b

れ
た
る
或
は
投
影
せ
ら
る
可
さ
價
格
を
意
味
す
る
我
 々

は
次
：の
如
、さ
事
を
主
張
す
^.
。

,:
:
:(1
)

; '
需
要
曲
線w

供
給
曲
線w

は
決
し
て
相
交
：は
る
事
な
し
。

.

g

從

：て

價

格

は

：肅

耍

曲

線

€
供
給
f t
線
と
の
交
點
に
あ
ら
ず
。
：

:

(3
)

'.

價
格
は
點
R

あ
ら
ず
、
：線
.な

气 

(4
)

點
と
考
へ
ら
れ
る
價
格
は
.實
に
貨
幣
な
う
〇
圓
〇
錢
な
6

。

我
々
は
結
論
の
み
を
羅
列
せ
ざ
る
を
#
ぬ
事
を
遺
慽
さ
す
る
、
證
明
は
極
め
V
M
大
な
る
紙
面
を
必
要

S
す
る

が 

故
：で
あ
る
、

機
會
の
與
へ
ら
る

る
度
侮
に
其
は
發
表
せ
ら
れ
る

V

あ
ら
う
、
ベ
ル
ト
ラ
ミ
ー

の
擬
球
面
に
就
て
は
扼 

島
ニ
郞
氏
著
非
ゆ
う
く 

A
つ
ミ
幾
何
學
1
-A

六
頁
-

——
一

九
五

頁
或
はs

o
m
m
e
r
v
m
e
,

 

N
o
n
-
E
u
c
lid

e
aa  

G
e
o
m

e
try,  

chap
.  

V
.

全
部
特
R
其
の
.
Ivo
.

H
h
e
 

p
seud

o
sp

b
ere,  

p
p
.  

168-170  
參
照
。

我
々
の
結
論
は
ボ
エ
:>
、

パ
ク
土
ル
：ク
、
.フ
ィ
リ
：ッ
ボ
グ
ィ
ッ
チ
氏
.等
の
提
稱
せ
ら
れ
^
價

格

決

定

の

理

法

^
對 

七

又
T

シ
ヤ
ル
、
チ
ヤ
ッ
ブ
マ
ン
氏
等
の
使
用
す
る
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
に
對
し
て
異
議
を
_
し
述
べ
て
居
る
樣V

.

あ

' 

K

經
濟
價
値
說
に
於
け
る
三
個
の
.原
始
的
觀
念
は
貨
幣
價
格
及
び
價
値
で
あ
る
。

貨
幣
i
は
〇
：圓
〇
.錢
の
事
で
あ
る
。

/
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價
格
芒
は
經
濟
的
it
©
事
で

あ
る
o 
'

偾
輅
：

2

某
列
は
經
濟
的
自
然
數
の
系
刺
泡
あ
奉
。

； 

、

價
値V

J
は
價
格
.の
孑
孫
の
事
で
.
め
る
。

ラ
ッ
セ
ル
の
紹
介
す
る
所
に
從
へ
.ば
、
ペァノ

の
算
術
論
^
於
け
6

三
ヶ
の
原
始
的
觀
念
は
零

"
數
、
繼
承
渚
五
ヶ 

@

原
始
的
命
題
は
£

0

は
一
數
で
あ
名g

如
■

在
る
擻
.の
繼
承
者
も1

數
で
あ
るg

如
何
敢
る
數
も
同

1;:

の

繼

承

漭 

、

を
翁
せ
ず
陶

0

ね
如
何
な
る

ft
0

繼
承
者
妃
も
あ
ら
ず

(0
)

0
fc

顧
す
る
#

tt

它

€
且
つ
又
0

紀
«

す
S

0

§
 

す
る
各
數
の
繼
承
者
に
冬
酈
す
る
滕
性
は
凡
て
、
全
て
の
數
^

顧

す

B
.

 

R
u
s
s
e
l
l
,

 

I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 

t
o

 

M
a
t
h
e
m
a
t
i
c
a
l

 

ŷ
i
l
p

ダ

p
p
.

 

5
, 

6

經
濟
價
値
說
R

於
け
石
三
ヶ
の
原
始
确
觀
念
は
ペ
ァ
ノ
.珑
は
ラ
ッ
セ
.ル
政
等
り
考
案
を
模 

倣
せ
る
も
め
允
あ
る
。
上
記
五
ヶ

0

原
始
的
命
题
中
の
最
後
の
も
9

は

「

«:

學
的
歸
納
の
原
理
で
あ
ゐ」

。

‘
數
學
的
歸
鈉
の
煨
理
は
次
切
如
く
變
形
心
て
經
濟
的
.歸
鈉
の
原
理
に
役
立
つ
で
#

ら
ぅ
。

. 

_
幣
に
腐
す
る
特
性
.に
し
て
耳
つ
'貨
酪
價
値
を
有
す
る
者
に
;1
す
る
特
性
は
凡
て
、
全
て
の
偾
格
を
有
す
も
渚

 ̂

is
す
。

例

へ

ば

貨

幣

が

勞

働

：の

.所
產v

あ
6

貨
幣
價
値
を
猶
す
ゐ
も
0

が
又
勞
働
の
所
產
で
あ
る
な
ら
ば
凡
て
の
價
格
を 

有
す
る
も
の
は
勞
働
:0

所
產
で
あ
.る
"
他
し
貨
幣
成
は
貨
幣
價
値
を
有
す
る
も
の
が
勞
慟
の
所
產
で
な
い
場
合
は
此 

の
限
b

in
r

な
い
。

.

.Q

圆
〇
錢
ビ
し
て
の
貨
幣
は
價
格
の
系
列
の
始
妁
に
於
て
是
非
存
在
す
る
^

S
足
せ
ち
れ
客
％
を
得
な
い
も
:0
で 

あ
必
其
は
馏
袼
ね
外
な
ら
ぎ
る
所
の
成
洛
者
で
あ
る
、
賀
嘗
は
取
削
2
海
4-3顧
：弘

1
1或
は
熒
換
>

=
姒
％
可
_
沏

ら
し
む
る
純I

無
双
な
る
同
質
的
媒
介
者
で
あ
る
、
〇
：圓
〇
圓
の
貨
幣
は
家
畜
織
物
劣
金
屬
貴
金
屬
の
何
れ
で
も
な 

い
、
如
何
な
る
物
と
し
て
の
甯
で
も
な
い
"

其
は
經
濟
的
生
命
の
衝
動
力
で
あ
る
、
我
々
は
§

的
に
生
き
ね
ば
な 

,

ら
ぬ
、
經
濟
的
生
命
の
衝
動
力
を
現
在
i

し
て
の
現
在
に
於
て
直
接
且
つ
確
實
に
經
驗
し
得
る
、
此
尚
接
な
る
經
驗 

を
知
的
に
把
搌
せ
ん
す
る
な
ら
ば
我
々
は「

經
濟
的
に
生
§

ね
ば
な
ら
ぬ
當
爲」

を
豫
筮
せ
ざ0
を
得
ぬ
、
斯
く 

て
我
々
は
.言
ふ
、
經
濟
的
に
生
さ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
、
故
^
經
濟
的
生
命
の
存
在
を
可
能
な
ら
し
む
る
何
者
か
は
存
在
す 

.

る
。
此
經
濟
的
生
命
の
存
在
を
可
能
な
ら
し
む
る
者
、
凡
て
の
4 -
:
,產
ざ
消
費
ど
交
換
ビ
分

*

と
を
可
能
^
ら
し
む
る 

者
？
を
貨
幣
で
あ
名
。
凡
て
の
輕
濟
現
象
は
價
袼
に
歸
一
せ
ら
れ
る
、
價
袼
一
般
の
爲
に
さ
へ
豫
定
せ
ら
れ
る
も
の 

と
しV

貨
幣
は
。
圆
0

錢
1?

あ
る
。

過
由
0

如
何
な
る
«

濟
.學
考
戈
0

圓
〇
錢
.の
價
格
を
問
題
に
し
な
か
つ
た
樣
，で
あ
る
、
0

圓
〇
錢
の
俱
格
は
價
格 

な
&

%

の
€

し
1 :
經
濟
學
の
硏
究
の
對
象
か
ら
除
外
せ
ら
れ
农「

且
又
i

が
ー
數
で
あ
る
事
を
發
見
す
る
は
困
離
て 

あ
ウ
找
^
逾
‘び

が

い
、
0

60
如
&

U
M

o

て
は
極
め
て
最
逬
に
»

加
せ
ら
れ
柃
も
の
で
あ
る
、
希
]]
1

人

.
や

羅

埸

人

は

何
 

等
斯
く
®

如
き
數
字
を
有
^

な
か
つ^

J
<

R
ie

l〗，
ib

id
.,  

p
.  

3
)

空
氣
ゃ
水
は
人
間
に
與
へ
ら
れ
た
最
大
の
富
み
で 

あ
る
譫
然
-
^
善
然
り
創
造
然
ゥ
然
る
に
此
等
の
も
の
が
價
格
を
有
す
る
事
に
想
到
す
る
は
闽
雛
で
あ
つ
た
に
違
ひ
な 

い
我
が
.は
今
3
圆
〇
錢
の
.價
格
を
導
入
し
、て
此
等
めも

.：

の
が
價
格
，̂
称

す

夺

赐

を

去

張

す

る

。

：

使
用
.價
値
を
哲
す
る 

砂
は
凡
て
富
で
あ
る
ざ
#

へ
^

の
が
普
通
^

あ
■る
經
濟
學
者
は
此
め
世
間
姐
用
偽
富
の
槪
念
を
拒
沓
し
成
は
濫
ね 

制
限
す
る
の
*

_
を
有
し
な
い
何
者
ば
#

學
#

ば
常
に
普
遍
的
な
る
も
0

の
普
遍
的
な
る
關
係
を
追
求
す
べ
さ
で
あ 

名
.か

ら

で

：
あ

：洛

>

侦
用
僧
姐
は
究
換
價
値
^
.
る
槪
念
に
抱
擁
し
得
な
い
程
太
&

い
_撒
念
で
あ
る
4

考
へ
ら
れ
て
ゐ
た 

翁
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猫

七

魏

九

/1 

我
々
は
今
交
換
®

値
の
槪
念
を
〇
圆
〇
錢
へ
膦
張
す
る
事
に
依
て
次
の
如
く
主
張
し
得
る
で
あ
ら
ぅ
。

凡
の
て
の
使
用
價
値
を
取
す
る
も
の
は
交
換
價
値
を
有
す
。

■
經
濟
學
に
於
て
最
も
茈
確
且
つ
確
實
な
る
は
_價
格
の
現
象
て
あ
る
、
經
濟
學
の
與
伸
は
價
格
V
J
中
心V

i

し
て
論
せ 

ら
る
可
き
で
あ
る
、
價
格
は
經
濟
的
數
で
あ
る
價
格
の
系
列
は
經
濟
的
自
然
數
の
系
列
で
あ
る
價
格
の
系
列
は
今
〇

圆
0
錢
か
ら
始
ま
る
事
^
な
つ
れ

1

r  

o 

1 

2 

3 
*•••*, 

ft
 

+ 

*
•
•
«
•
•
•
'
• 

o
。
•
•
•
• 

•

n

V
 

IV
 

' 

>

.
價
袼
の
系
列
は
自
然
數
の
系
列
興
者
で
な
い
經
濟
に
制
限
せ
ら
れ
て
ゐ
る
故
に
其
は
圓
に
制
限
せ
ら
れ
た
自
然
數 

の
系
列
で
あ
る
。

價
値
は
價
格
の
子
孫
で
あ
る
、
子
孫
は
無
數
不
定
で
あ
る

然
る
に
我
々
は
子
孫
を
努
系
子
孫V

I

女
系
子
孫y

j

に
茁 

確
！2
區
別
し
得
る
、
何
者
ば
人
«

は
興
性
€
女
性
ヾ」

ょ
り
成
る
も
の
ミ
推
定
せ
ら
れ
る
が
故
で
あ
る
、
與
系
子
孫
を
5£ 

R

制
限
す
れ
ば
女
性
子
孫
は
負
^

制
限
せ
ら
れ
る
、
然
ら
ば
價
格
の
價
値
の
系
列
は

:
<
，-
ly 

I 

.

1
X

u
:
T
:;
:(

b

#
 パ
0
 
:

‘

：

.+n
;:

n-
f
:
,
:

…

..

‘
:• 
. 

:
 

:0
圓

價
格
の̂

系
子
孫
を
勞
働
、
價
格
0 .
女
系
子
孫
を
效
用
に
置
さ
換
ふ
れ
ば

^

1

—

：... 

.

.

.

.

.(

o 

1 

2 

3 

* 

*

:
11
+
*
*

.
n 

—

1

-

■

-

:,
;:(

0
:
1 

2 

3 ♦ 

< 

n 

+ 

♦
•
A 

_
«
«
*
* 

#

ft
*
«
*
*
o
, 

)

效
用

以

Lh
ls
M
宛
て
參
ケ
の
系
列
は
嚴
重
^
區
別
せ
ら
る
可
刍
で
あ
る
。
此
區
別
を
5£
し
ぅ
す
る
な
ら
ば
リ
カ
ア
ド
の 

:「

經
濟
學
及
び
租
税
原
理」

の
第
一J

十

章Value 

aad 

Riches, 

.
trr
i
r Distinctive 

Properties

及
び
ブ
ル
ド
ン
©「

使

用
價
値
ど
交
換
價
値
€
の」

1律
背
反
-1

(「

時
事
新
報
講
義
錄」

小
泉
信
三
氏
著「

社
會
問
題」

ニ
九
五
頁
參
照)

は
：止 

:確
妃
理
解
し
得
る
で
あ
ら
ぅ

。

-

,

:
;:
;
:

;廣
へ
ら
れ
れ
一
定
の
價
格
三
圓
或
は
五
圓
を
前
提V」

す
る
、
此
三
圓
或
ば
五
圓
或
.は
五
圓
の
價
格
を
有
す
る
も
の 

の
债
値
を
論
ず
る
、
其
は
1

2
 

3
 

:單
位
の
勞
働
、
或
は
1

2
 

3…
…

單
位
の
效
用
^

於
て
考
へ
ら
れ
る
、 

.

:

.價
格
の
.恨
«

は
全
<

不
定
で
あ
る
、
價
格
の
價
値
を
確
保
せ
ん
ヒ
す
る
の
努
カ
が
現
は
れ
る
、
例
を
採
る
<
!
の
子
供 

を
13

、
G

、
B

C

0
子
供
を
.
a

b

.

c

d

、

a

b

e

d
 

の
子
供
を
a/
b/
,
cd/
'

b

pg/
,

:
以
下
同
じ
、

A
 
の
子
孫
は
全 

ぐ
無
數
不
定
で
あ
る
、
然
る
^

今
*
<
が
其
の
-?
*

孫
を
^

系
子
孫
と
女
性
子
孫
6

^

區
別
す
る
な
ら
^
如
何
な
る
處
如 

何
な
る
時
代
^

於
け
る
彼
の
子
孫
も
芷
確
^
此
範
疇
の
中
の
何
れ
か
一
ッ
R

入
る
で
あ
ら
ぅ
、
我
々
は
無
數
不
定
な 

る
價
格
の
價
値
を
勞
働
ど
效
用
と
^

於
て
正
確
^

把
握
せ
ん
ミ
す
る
、
此
場
合
、
價
格
の
價
値
は
勞
働
R

依
つ
て
定 

.ま
る
、
ぞ
言
へ
ば
其
は
<

氏
の
子
孫
は
男
チ
の
み
な
ぅ
、

w

言
ふw

同
じ
く
言
ひ
過
ぎ
で
あ
.る
價
格
の
價
値
は
勞
働

.
笫

十

丸

卷

(
I

〇
四
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笫
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R

依
て
定
ま
る
S

言
ふ
場
合
ん
同
じ
.
で
あ
る
、
從
て
我
々
は
次
0
:
如
く
言
ふ
。

勞
働
價
値
說
及
び
效
用
價
値
說
は
交
換
價
値
說
S

し
て
は
共
に
過
論
^

陷
る
も
の
で
あ
る
。

貨
幣
0

圆
0
:
錢
は
經
濟
的
生
命
の
«

動
カ
で
あ
る
が
故
^

具
體
的
な
る
も
の
で
あ
る
'

從
て
其
は
哲
學
的
^
物
的 

人
間
的
經
濟
的
政
治
的
社
會
的
偷
理
的
美
的
歷
史
的
な
.る
'凡
て
の
#

性
を
具
有
す
る
>
,
經
濟
學
者
は
多
年
の
硏
究
の 

結
果
甯
の
偾
値
の
中
代
物
的
人
間
的
社
會
的
政
治
的
偸
理
的
美
的
歷
史
的
な
る
特
性
を
發
見
し
た
。
從

て

我

々

は

次

’

の
.如
洽
楓
理
'を
提
—

す
る
。

.

.

貨
幣
^
屬

す

る

特

性

に

し

，て

且

0
又
富
の
價
値
ド
も
屬
す
る
#
性

は

何

れ

も

全

て

，の

價

格

代

«

我
々
は
此
原
理
を
.經
濟
懷
値
の
原
现
ビ
呼
ぶ
、
此
の
原
迦
R

依
て
我
々
.は
日
常
取
]̂

せ
ら
れ
る
.價
格
を
.有
す
，

0

も 

0>

の
中
^
物
的
入
間
的
政
治
的
社
會
的
偷
理
的
美
的
歷
史
的
な
る
特
性
の
存
在
を
主
張
し
得
る

 ゝ

マ

:

ミ

ヶ

ル

ト
は
先
づ
純
論
现
的
思
惟
の
對
象
せ
し
て
單
R
思
惟
の
#

象
ど
い
ふ
.だ
け
^
て
內
容
的
R
全
く
不
定
.な 

る
或
物
即
ち
一
.者

t

a-
i
h
eを

擧

げ

、
次

に

，之

れ

に

»
し
て
論
现
的
に
必
$

ぺ
ね
ば
な
ら
ぬ
對
立
漭
卵
ち
他
# 

d
a
s

 A
n

cue
r
e

5:
ta
f.v 

攸
、>
々
^
此
の 
ニ
者
を
^
合
す
る
统
ー
者 

d
i
e

 

Ein.heit

cu
e
s Einen 

und 

des A
n
d
e
r
s

 

O
d
e
r

 

. 

d
i
e

i®he〒
des 

M
a
n
n
i
g
e
t
i
g
e
n

を
考
へ
，

乙
れ
•た
け
が
我
々
の
思
惟
其
者
の
性
質
に
®
づ
く
純
論
理
的
對
象
で 

.
あ
る
が
、

乙
れ
以
上
の
も
の
は
す
べ
，-1
:

非
論
现
的
で
あ
る
。
而
し
て
數
の
槪
念
が
右
の
鈍
論
理
槪
念
ょ
.
6
導
さ
#
る 

か
ビ
言
ふ

R

、
決
し
て
然
か
考
へ
る
ミV

は
出
來
ぬ
.0

純
論
理
的
對
象
の
一
者
^

數
の 

一

0,
0*
M

p'
s

ぞ
は
全
く
異 

つ
た
槪
念
で
あ
る
。
唯
、

ー
漭
ど
他
者
气
か
其
性
質
的
對
立
の
意
味
を
失
ひ
"

自
由
に
興
の
位
膣
を
交
換
し
#

る
艺 

い
ふ
こ
S

R

K
つ

て

M

l

ど
い
ふ
方
程
式
が
W

て
來
る
の
で
あ
る
？
併
し
此
の
如
さ
位
置
の
自
由
交
換
i

い
ふ

こ
と
は
決
し
て
純
論
»
槪
念
ょ
ぅ
鐵
き
出
ず
こ
ど
は
で
さ
ぬ
。論
理
的
な
る
異
質
的
媒
介
者
9

§
3

§
3
€
3,

M
e
d
i
u
m
)

 

k
代

ふ

る̂

同

質

的媒
介
者(

homo
g
e
n
e
s 

M
e
d
i
u
m
)

を
以
て
す
るm

ご
^
依
.

q

て
'
初

め

て

可

能

で

あ
ろ
。

此
の
如 

:会
媒
介
者

の

同

質

性

(Homog^nitit 

des 

M
e
d
i
u
m
s
)：

が

歡
>̂
槪

念
0
成

立
^
必
要
な
る
非
論
理
恥
要
素
で
.あ
る 

:

と
：い
つ
て
居
る」

(

西
f
f
l
f
B
®;
箸

「

思
索
S
體

驗」

七
四
、
五
寅)

.
I

f
. 6

甚

暴

は

主

觀

摄

，
る

客

觀

.の 

:認
鋒
で
あ
る
、
經
濟
價
値
的
認
論
^
於
て
論
理
的
に
最
後
た
考
：へ
ら
れ
な
.け
れ
ば
な
ら
.
ぬ
^

者

は

勞

働

他

者

'は

效
用 

統
一
-
者

は價
格
非
論
純
的
な
る
同
質
的
媒
介
者
は
貨
幣
で
あ
る
、
然
ら
は」

>

ヰ
ー
>

丨
©

»

«

" ロ 

> 

X
『

マ
 ̂

K

0

鱗
な
る
方
程
式
を
可
能
な
ら
し
む
る
、
同
じ
大
さ
の
典
通
な
る
或
る
者
、
は1

者
の
勞
働
で
も
他
者
の 

效
用
で
も
統
：

1:

者
の
.價
格
で
も
夺
い
第
四
者
の
貨
幣
で
あ
る
、
經
濟
的
^
生
き
ね
ば
な
ふ
ぬ
と
言
ふ
當
爲
で
あ
る
。

「

グ
ン
ト
k

依
れ
ば
；

(

感
覺 
>
爻

眾
_

感
慚)

ど
は
意
識
?:

構
成
す
る
根
本
要
素
で
あ
る
。
之
等
の
要
素
が
結
合
し
て 

，種
み
祓
雜
な
る
糖
神
現
象
を
呈
し
て
.來
る
o

而
し
て
心
的
結
合
の
#

合
は
は
、
吝
の
：結
合
せ
る
結
粜
は
.要
素
i

は
全 

然

異

つ

た》

種

，の

新

し

台

性

質

を

生

ず

る

例

へ

ば

綱

#|
^

趴
け
る
局
所
徵
驗
，̂
眼
«

の
M

ff
i
l
l感
覺
i

の
M

^

k
 

依
.つ
て
、
視
«

落
間
.と
云
ふ
新
性
質
が
生
ず
る
樣
に
一一

之
を
ダ
ン
ト
は
.『

創

造

的

總

合

の

原

理

』

：
と
；名

け

：た.■の
で 

.あ
るj

(

須
藤
新
吉
氏
著
.「

ダ
ン
ト
：の
心
迦
學
，
璺
ハ
.四
貢
、}
最
小
.の
勞
费
を
以
_て

最

大

：
の

效

媒

を

得

ん

ミ

す

る

經

濟

：の 

本

則

は

；
一
：
輝

の

創

造

的

總

合

の

放

现

で

あ

る

"

其
は
生
靡
i

消
®

と
を
.交
換
.ベ
、
勞
働
技
效
用
.ミ
を
價
格
へ
創
造
的 

.
に
綜
合
す
る
原
理
で
あ
る
。
我
々
は
言
ふ
、

'

經
濟
，©
本
則
e
は
經
濟
的
世
界
に
於
け
る
創
造
的
總
合
の
原
现
で
あ
る
。

.

此
8

濟
的
世
'界
^

^

'»
.
.2
>
創

造

的

綠

，合
0

過
程
を
最
も
ょ
く
說
_

す
る
も
の
は
交
換
價
値
な
る
槪
念
で
あ
る
、
交

第

十

九
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C 

,
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五
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世
界
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跛
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第
セ
號 

ー
〇
コ

換
潰
値
は
ニ
商
品
の
.
.交
換
此
例
’で
あ
‘る
，
ニ
高
品
を
>
<、
B
交
換
價
値
?r
.
p
tす
れ
ば 

.
交
換
價
値
の
形
式
は> 

、

し
，
'
* 

. 

'

交
換
價
値
の.

數
値
が
定
ま
る
爲
に
は
A
 

V
J
.
B
ど
は
同
質
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
"

成
る
*

の
：數
値
ど
は
此
の
量
と
同 

種
類
の
ー
定
最
€
の
比
を
言
ふ
、
從
て
或
る
漭
は
交
換
憤
値
は
勞
働
に
ょ

つ
て
定
ま
る
^

言
a

他
0

者
は
效
用
R

依 

て
定
ま
名
ド
言
ふ
、
然
る
^.

事
實
交
換
價
値
は
<

に
依
て
も
6

に
依
つ
て
も
定
ま
る
の
で
な
く
て
*

R

依
て
定
ま 

る
の
で
あ
る
、
.
A
 

W

Bミ

の

同

質

を

可

能

，な

ら

し

め

從

て

數

値

の

算

出

を

可

能

な

ら

し

め

.從

て

儐

格

の

成

立

を

可

能 

な
，ら

し

む

る

所

る

も

の

こ

：

そ
經
濟
的
世
界
に
於
け
る
創
造
的
總
合
の
原
理
、
經
濟
の
本
則
で
あ
る
、
此
場
合
A

ぞ
B
 

は
へ
一者
^
他
若
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
るo

:

;

::
:
;
交
換
ば
疑
ふ
可
か
ら
ざ
る
經
濟
行
爲
で
あ
る
。
然
ら
ば
最
小
の
勞
費
を
以
て
最
大
の
：效
果
を
得
ん
ざ
す
る
行
爲
で 

あ
る
創
造
的
總
合
の
原
理
に
依
て
© ，
さ
れ
る
行
爲
で
あ
る
然
ら
ば
交
換
に
於
て
は
同
じ
太
さ
の
典
通
な
る
も
の
が
取 

引
さ
れ
る
ど
す
る
說
は
經
濟
的
^

ら
ざ
る
價
値
說
で
あ
‘る
。
最
大
な
■る
效
用
を
：得
る
の
法
を
硏
究
し
た
效
用
價
値
說 

は
如
何
に
も
經
濟
的
な
る
價
値
說
で
あ
る
然
し
其
は
®

*

を
說
明
せ
ぬ
一
•
生

產

費

說

は

：價

格

を

說

明

す

る

が

慎

格

W

 

«

1

の
關
係
を
說
明
す
る
に
不
十
分
で
あ
る
。
三
ヶ
の
說
は
典
に
貨
幣
を
說
明
せ
ぬ
或
：は
；說
'明
ず
る
に
.不
十
分
で
あ 

.

る
。
，我
々
の
場
合
へ
一)

經
濟
的
、歸
納
の
原
理
に
依
て

貨

幣

と

價

格

：は

連

結

す

る

(

一
一

)

經
濟
®

«

の
M

®

に
依
て
貨
幣 

及
び
價
値
は
價
格
に
連
絡
す
る(

三)

勞
働
ぞ
效
用
ど
は
創
造
的
總
合
の
.
原
理
に
依
て
價
格
に
結
ば
れ
る
。

賈
値
の
說
は
一
般
に
演
輝
的
な
る
も
の
と
考
ベ
ら
れ
て
ゐ
る
、
價
値
は
當
爲
か
ら
借
用
せ
ら
れ
^

權
威
で
あ
る
。 

沂
く
斯
く
杈
る
可
&

が
故
^

斯
く
か
く
あ
る
事
は
價
値
あ
り
ぞ
せ
ら
れ
る
。

然
る
に
經
濟
學
に
於
け
る
價
値
說
は
必
ず
し
も
演
繹
的
で
な
か
つ
ft
’

其
の
始
め
富
の
價
値
は
物V」
し
て
の
貴
金 

l

k

考

、
ら
れ
た
、
次
で
物
^

對
し
て
ョ
リ
具
體
的
な
る
人
間
の
勞
働
、
杣
象
的
人
間
勞
働
^
考
へ
ら
れ
た
次
で
更
に 

^

';
>

具
豊
的
な
る
效
用
に
於
て
考
：へ
ら
れ
た
。
，今
の
時
代
の
價
値
說
は
政
治
的
社
會
的
倫
理
的
美
的
歷
史
的
な
る
、 

勞
働
或
は
效
用
に
對
し
て
、
M

R

ョ
リ
具
體
的
な
る
も
の
價
格
へ
、
最
後
に
具
體
的
者
貨
幣
べ
、
進
み
つ
つ
あ
る
、
哲 

學
的
に
價
値
は
當
爲
に
依
て
存
在
す
る
0
然
し
經
濟
學
に
於
け
る
値
價
說
は
事
實
上
富
の
解
析
.に
依
存
す
る
、
物
ど
し 

て
の
富
を
”

!;
>

人
間
的
な
る
も
の
べ
“

v>
具
體
的
な
る
も
の
へ
歸
納
す
る
所
に
存
在
す
る
、
我
々
は
次
の
如
く
言
ふ
o 

沿

象

派

：堅

濟

學
.に
於
け
：る
經
濟
«

値
說
は
富
の
解
析
で
あ
6

物
2

し
て
の
富
の
生
命
へ
向
つ
て
の
歸
納
で
あ
つ
た
。

一
二
三
四
S'

六
七
の
凡
て
を
通
じ
て
能
ふ
る
限
h

數
學
的
記
號
?:

省
略
し
且
つ
筒
明
を
旨
さ
し
た
、
數
學
的
記
號 

に
依
る
技
術
的
證
明
?:

要
求
せ
ら
る
る
方
々
に
は
不
滿
足
で
あ
つ
た
事
^

思
ふ
。

<

 

. 

■

.

消
費
が
な
け
れ
ば
生
產
は
不
可
能
で

あ
る
、生
產
が
な
け
れ
ば
消
費
は
.不
可
能
で

あ
る
、然
ら
ば
生
產
と
消
費
ミ 

は
，可
れ
が
3>

ハ
多
く
經
濟
に
貢
献
す
る
や
。
此
の
問
は
右
脚
t

左
脚
ど
の
中
何
：れ
が
ョ
リ
多
く
涉
行
に
貢
献
す
る
や 

ビ
問
ふ
.に
等
し
い
、
左
右
兩
脚
が
步
行
に
於
て
貢
献
す
る
所
は
相
等
し
い
ど
考
ベ
る
が
常
識
で
あ
る
。
我
々
は
今
生 

產

者
と
消
費卷
ど
が
價
格
の
成
立
に
貢
献
す
る
所
は
相
等
し
い
、
過
不
足
な
し
、
と
す
る
。
生
產
者
の
貢
献
す
る
所 

Jr
x

V」

す
れ
ば
消
費
者
の
貢
献
ず
る
所
も
X

で
あ
る
マj

す
る
。
價
格
は
生
產
者
の
貢
献
^

消

費

者

の

貢

献

だ?:
因

數 

笫
十
九
卷

2

〇
四
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他
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败
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現 
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6
 

ー0
四 

.

.

迖
す
る
、
今
價
格
を
7
と
置
け
ぼ

x
x
x
=̂

，•へ
 

，
，
 

(

.ン

此
は
I

.

說

物

繁

方

程

式
I

る
、
政

ら

ば

含

為

？

が
經
濟
ド
貢
献
す
る
所
S

等

し

い

乗

羞
 

し
？

る
常
識
的
見
解
は
，
サ
ッ
ヶ
丨
リ
の
脣
裏

I

上
S

つ
、
彼
等
I

解
I

ベ
：ば

勞

働

基

用

隹
 

.
柳
#
翁
を
描 

彼
等
0
.
見
»

の
中
に
ぁ
る
事
.物
は
凡
て
抛
物
線
^

描
く
で
あ
&

ぅ
。
.

，

‘

兩
M

が
步
行
S

て
實
献
す
る
所
が
等
し
い
か
否
か
は
是
を
知
ら
ぬ
、
確
か
で
な
い
も
の
は
確
か
で
な
い
f

殘 

し

て

置

ぐ

，

我

々

に

確

か

々

，事

は

兩

脚

は

：

疑

ひ

も

な.く
步
行
に
貢
献
す
る
^
言
ふ
事
で
あ
る
、
绝
て
今
生
淹
者
の
貢 

献
最
を
X

、.
消
©

者

の

貢

献

量

を

く

價

格

を
a'
y
jす
れ
ば 

•

.
x

x

y

H

a
 

x

Hl:=-.a’

へ 
I)

.

此
は
明
か
に
湯
線
業
程
式
I

る
、

が
相
等
S

合

即

ち

シ

f

で
？

起
り
f

奮

き

-
其
は
極
め
.て
例
外
の
場
合
に
過
I

も

方
程
_

一；：

>
獲

<)

慕

场

ム

n
!
晚
的
h

种

學
的
で
ぁ
る
、
經
濟
賺
は
不
斷
k
創
造
的
篇
化
す
る
f

管

れ

f

霞

8

し
或
ば
I

ら
れ
f

效
0

相
等
し
赢
定
し
得
®
い
〒
等
し
I

f

等
し
|

?

8

換
I

提
E

5
 

J

S

價
傭
1

W

1
 

%

に
於
て
常
識
的
見
解
代
^ «
'

ず
る
も
.の
；「 yj

言
は
ね
^

な
.

^

。
’

經
濟
的
世
界
の
事
物
は『：

f

双
曲
s

f

 

8

f

 

S、
抛
物
線
に
表
現
せ
ら
れ
S

繁
て
例
外
的
ぶ 

る
場
合
化
限
る
。
'

.
:

■

I

f

品
の
.交
換
形
式
は
！f
t

w
に 

m

川

(H
)

p

の
數
値
2r

易
出
す
爲
に
X 

V
ダ
を
同
質
に
勞
働
或
は
效
用
ど
す
れ
ば

^

-

4
 • 

•
 

(
A
)

 

_
^
-
=
p

 

こ
こ 

S

P
 

.
 

く
こ
：

y
.
u

 

|£
に
.勞
働
效
用
の
|
單
位
% ;
夫
；々
1

.^
11

;̂す
れ
ば

巧

…

：(

5

4
^

-
=

F
:

…

•
§

y
.

L
S

 

h
 

、 

y
*
u
(
u
>

 

て

、

勞
働
僧
値
說
或
は
效
用
價
値
說
が
過
論
な
る
事
は
是
に
侬
つ
て
も
明
か
で
ぁ
ら
ぅ
。

.

.:
:
左
右
雨
脚
が
步
行
に
貢
献
す
る
脾
は
相
等
し
い
ミ
假
定
す
る
、

一
里
の
步
行
に
於
て
左
«

の
«

献
せ
る
所
を
>
< 

ゴ 

す
れ
ば
假
定
に
ょ
り
右
脚
の
；貢
_

せ
る
澌
7
^

、
從

て
 ̂

f 
^

今

一
里
十
町
進
ん
だ
^

す
る
、
此
觅
な
る
十
町
の 

,步
行
^

於
て
左
右
兩
脚
が
貢
献
せ
る
分
を
夫
々
“

で
表
は
せ
.ば
.：

c
llllo

a
)

丨(T
s

=
(x

 

+ レ
パ)

r

:

(

s)

(1
M

S
K

X
)：I(

I  
阀 J

"
A

y
f  

ど置
け
ば 

'

z
^
y

 =

9
十

1>
2
0ゅ—

>1

=

(

>i
+
 2

x

レx

+
x
w

)

：
—

^

=
2

x

レx

 
十 

>
>!
,=: 

bx(

2
x
+
I>
x)  

f

i
 

a

d

o
:M
:

_

^

^

^

£

_
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笫
七
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第

七

號

I
Q
六

ぬ
を
無
限
小
ミ
す
れ
ば
：
;

=
2
x

無
限
小
は
任
意
の
數
ょ
れ
も
更
に
ョ
リ
小
な
る
數
で
あ
る
、
無
限
小
の
增
加
は
增
加
な
しV」

考
へ
て
可
い
、
然
る
^
 

無
限
小
の
增
加
が
加
べ
ら
れ
る
場
合
即
ち
唯
だ
增
加
の
觀
念
の
み
加
へ
ら
れ
て
實
は
何
等
の
增
加
の
な
い
場
合
に
も 

即
ち
左
右
雨
脚
は
毫
も
働
く
事
な
会
場
合
に
も
唯
增
加
の
觀
念
が
加
へ
ら
れ
る
の
み
で
我
々
は
ー
16
の
步
行
か
ら
刼 

S

言
ふ
余
分
の

(

敢
て
余
分V」

言
ふ)
出
現
す
る
を
見
る
ノ
此
過
程
は
疋
^

等
し
&

も
の
ど
等
し
き
も
のV」

の
交
換 

か
ら
余
分
な
る
も
の
利
润
が
發
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